
開催日 ７月４日（月）

開 演 17：30（開場 17：00）

会 場 東京商品取引所

お申込は
コチラ

お取引先の商品先物会社外務員

または日本商品先物振興協会広報部
☎ 03-3664-5731

Presented by
東京商品取引所

大阪堂島商品取引所
日本商品先物振興協会

第二部 ＜農産物・貴金属・為替＞

18：40～19：40

商品アナリストの視点で語る

『異常気象と農産物相場、

ドル政策と貴金属・為替相場』

小菅 努 氏

マーケットエッジ㈱ 代表

2015年まで低迷状態を続けてきた農産物相場が急
伸中だ。その背景にあるものはなにか。異常気象が
穀物需給・相場に与える影響をグローバルな需給
データを用いて分析する。

貴金属相場に関しては、主として米国のドル政策
の視点から、昨年までの急落（ドル高）局面とは何
が変わったのか、そして今後はどのような点に注目
すればよいのかを、だれもが納得して理解できるよ
うに解説する。

80名様限定

受講料
無料

コモディティ
おもしろい理由
無限大

第２６回 ＣＸ市況講演会

▲ 小針 秀夫 氏

第一部 ＜原油・ゴム＞ 17：30～18：30

商品ジャーナリストの視点で語る

『原油・ゴム相場の最新トピックと展望』

小針 秀夫 氏

㈲トーキョー・トレーダー・タイムズ 代表

▲ 小菅 努 氏

石油需給の供給過剰感が世界的に希薄化したとの見
方が原油価格を下支えしている。加えて下げ過ぎの反
動、米ドル安、中東とアフリカの供給不安がある。そ
の一方で原油価格の上昇は、米国シェールオイルの増
産体制シフトとサウジアラビア、イラク、イランの供
給拡大を招く誘引でもある。

そうした原油価格の動静は、
生産量に密接な関係を有する
ゴム価格の変動を助長する。
原油・ゴム市況を取り巻く環
境 、 今 後 の 展 望 を ラ ジ オ
NIKKEIレギュラーコメンテー
ターの小針氏が徹底解説する。

https://www.jcfia.gr.jp/mini_semi_form.html


需給の供給過剰感が世界的に希薄化したとの見方が原油価格を下支えしてい
る。加えて下げ過ぎの反動、米ドル安、中東とアフリカの供給不安がある。その一
方で原油価格の上昇は、米国でシェールオイルの増産体制シフトとサウジアラビ
ア、イラク、イランの供給拡大の誘引にもなる。そうした原油価格の動静は、生産
量に密接な関係を有するゴム価格の変動を助長する。原油・ゴム市況を取り巻く
環境、今後の展望、加えて日本と世界のコメ需給と価格動向をラジオNIKKEIレ
ギュラーコメンテーターの小針氏が徹底解説する。

コモディティ
おもしろい理由

無限大
7月7日（木）開演：17：30
於：大阪堂島商品取引所

お申込は
コチラ

お取引先の商品先物会社外務員

または日本商品先物振興協会広報部
☎ 03-3664-5731

Presented by
東京商品取引所

大阪堂島商品取引所
日本商品先物振興協会

第二部 ＜農産物・貴金属・為替＞ 18：40～19：40

商品アナリストの視点で語る

『異常気象と農産物相場、

ドル政策と貴金属・為替相場』

小菅 努 氏 マーケットエッジ㈱ 代表

第一部 ＜原油・ゴム・コメ＞ 17：30～18：30

商品ジャーナリストの視点で語る

『原油・ゴム・コメ相場の

最新トピックと展望』

小針 秀夫 氏

㈲トーキョー・トレーダー・タイムズ 代表

2015年まで低迷状態を続けてきた農産物相場が急伸中だ。その背景にあ
るものはなにか。異常気象が穀物需給・相場に与える影響をグローバルな
需給データを用いて分析する。

貴金属相場に関しては、主として米国のドル政策の視点から、昨年まで
の急落（ドル高）局面とは何が変わったのか、そして今後はどのような点
に注目すればよいのかを、だれもが納得して理解できるように解説する。

80名様限定

受講料
無料

コモディティ
おもしろい理由

無限大第２７回 ＣＸ市況講演会

○大阪市営地下鉄
四つ橋線、中央線、御堂筋の
本町駅23番出口 徒歩5分

▲ 小菅 努 氏

▲ 小針 秀夫 氏

https://www.jcfia.gr.jp/mini_semi_form.html

